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研究成果の概要（和文）：　統合失調症患者を抱える家族を対象に，患者の急性期精神症状にともなう心的外傷
体験に焦点をあて，質問紙調査と半構造化面接を実施し，生活技能訓練（Social Skills Training，以下SST）
を活用した介入効果検証を試みた．半構造化面接の分析では精神保健に携わる医療者は家族員個々の思いを考慮
した家族支援の必要性が示された．SST実施前後の分析結果では，家族が患者との関わりに対して肯定的な感情
が生じることや介護上の負担感が軽減することなどが示された．
　本介入は，統合失調症患者と家族の療養および生活環境の改善を図るうえで重要なプログラムであることが示
唆された．

研究成果の概要（英文）：By conducting surveys and semi-structured interviews targeting family 
members of schizophrenia patients, with a focus on psychological traumatic experiences that 
accompany acute psychiatric symptoms in the patient, we attempted to measure the effectiveness of 
interventions that apply Social Skills Training (SST). Based on the analysis of semi-structured 
interviews, the necessity of familial support, taking into consideration each individual family 
member's thinking, for medical workers engaged in mental health, was demonstrated. Based on analysis
 of the results before and after the implementation of SST, it was shown that an affirmative 
sentiment towards interactions with the patient was developed among family members, and the sense of
 burden from providing care was reduced. The results suggest that this intervention, by aiming to 
improve the treatment and living environment for schizophrenia patients and their family members, is
 an important program.

研究分野：精神看護学

キーワード： 統合失調症　生活技能訓練　心的外傷後ストレス障害　家族

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 統合失調症患者家族の半数以上にPTSDの可能性があり，患者の受け入れ意識にも影響することや介護上の困難･
負担感や抑うつ・不安などのストレス反応と関連することが報告されている．本研究は，こうした統合失調症患
者を抱える家族の思いをインタビューし，SSTを活用した介入効果検証を行い，統合失調症患者家族の対処能力
を向上させるための効果的な介入技法やプログラムを明らかにした．本研究の知見は，患者の長期入院や社会的
入院の防止に資する重要な資料となるため，社会的意義は大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本の精神保健医療福祉は，長期にわたり入院医療中心であったが，2004年に厚生労働省よ

り「入院医療中心から地域生活中心へ」という障害保健福祉施策が示され，入院医療中心の精神

医療から，精神障害者の地域生活を支えるための精神医療へと施策の方向性が示されている 1）．

こうした基本方策が掲げられて以降，精神疾患患者の地域生活を支える体制づくりの重要性は

高まっている．しかし，精神疾患患者とその家族を取り巻く現状は，家族との同居が前提であり

2-3），患者を支える家族の負担は大きく，極めて厳しい状況である． 

統合失調症と心的外傷後ストレス障害（post-traumatic stress disorder，以下 PTSD）に関連

した先行研究では，患者の精神症状悪化時の幻覚や妄想状態にともなう急性期の症状が家族の

PTSD の発症に関与することや，統合失調症患者家族の半数以上に PTSD の可能性があり 4），

患者の受け入れ意識にも影響することが報告されている 5）．宮城ら 6）の統合失調症患者を抱え

る家族を対象にした報告では，患者の急性期症状に伴う心的外傷が，介護上の困難･負担感や抑

うつ・不安などのストレス反応に影響している可能性を示唆している．しかし，わが国において

は統合失調症患者家族のPTSDに関連した心的外傷に関する研究は端緒についたばかりであり，

こうした患者の精神症状にともなう家族の心的外傷の存在は，患者の長期入院や社会的入院を

助長する大きな要因となる可能性が考えられ，取組むべき重要な課題である． 

こうした現状から，統合失調症患者およびその家族の対処能力を向上させ，症状のマネージメ

ントを行えるよう援助することは，精神医療が病院や施設から地域主体と変化している今日，と

りわけ有用な介入的アプローチとなる．統合失調症患者家族の対処能力を向上させるための介

入技法としては，生活技能訓練（Social Skills Training，以下 SST）や自己対処能力を高めるエ

ンパワメント，アサーティブ・コミュニケーショントレーニング（Assertive Communication 

Training，以下 ACT）プログラムなどの心理教育や認知行動療法的技法があげられる．なかで

も SSTは対象者の特性に応じて柔軟に適応することができる援助技法とされている 7）．これま

で精神科領域における家族への心理教育として，SST による介入報告は散見されるが，患者の

急性期精神症状にともなう家族の心的外傷に焦点をあてた介入研究は寡聞にしてみあたらない．

本研究における SSTによる援助技法の介入効果を明らかにすることにより，統合失調症患者を

抱える家族の認知の矯正を測り，介護上の困難・負担感の軽減およびストレス耐性能力の軽減に

寄与することが期待できる． 
 
２．研究の目的 
本研究では，沖縄県の精神科病院の家族会へ参加している家族に対して質問紙調査，半構造化

面接を実施し，さらにフォーカスグループインタビュー（Focus Group Interview，以下 FGI），

SST を実施することにより，家族の自己対処能力を高め行動変容を獲得し，家族の心的外傷の

問題解決の方策に資することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
精神科病院に入院・通院している統合失調症患者の家族を対象に調査を実施した．統合失調症

患者家族の心的外傷に及ぼす SSTの介入効果について検証するため，質問紙調査は Impact Event 

Scale-Revised（以下 IES-R）8）と家族の主観的困難度・負担調査票である Family Burden and Distress 

Scale（以下 FBDS）9）を使用した．また，家族の患者への対処能力を測定するために Kikuchi’s 

Social Skill Scale: 18 items（以下 KiSS-18）10）を使用した．半構造化面接では対象者に家族の病気

の経過や心理的な負担・困難感などについて自由に語ってもらい，一人約 60～90分間面接を実



施した．次に，同意の得られた対象者に対して，FGIを実施し対象者の介護上の悩みや苦悩など

の介護負担について系統的に抽出し，SSTの課題の決定を行った．SSTの実施の際に，FGIで選

定された課題に応じたロールプレイを 10回実施した．SST実施後，再度 FGIを実施し介護負担

や心的外傷，不安・ストレスの変化や介入効果に関して系統的に抽出し，質的帰納的分析を行う

とともに，統計手法による分析も含めた多面的な検証を行い，SSTの効果について評価する． 

本研究は，琉球大学臨床研究倫理審査委員会（承認番号 866変更 2）および A精神科病院倫理

審査委員会で承認を得て実施した． 

 

４．研究成果 

（１）統合失調症を患う息子の診断前から現在における経過のなかで，母親は息子の言動や急性

期症状など変化する病態にどのような姿勢で対応してきたのかを明らかにすることを目的とし

て調査を実施した．研究協力者は男性統合失調症患者の母親 8名で，その平均年齢は 70歳であ

り，主な職業は専業主婦であった．研究協力者の息子の平均年齢は 43歳で，精神病未治療期間

（Duration of Untreated Psychosis；以下 DUP）は，平均 5.3年，罹病期間は平均 20年であ

った．調査時点で入院中の息子は 3 名であった．面接時間は平均 102 分であった．調査への同

意が得られた対象者に対して，半構造

化面接を実施し，逐語録データを M-

GTA を用いて継続的比較分析を行っ

た．  

統合失調症を患う息子に対応する

母親のケア意識の変容プロセスは，

【病的言動への対応と孤立】，【継続す

る治療の中で繰り返す再燃に耐え

る】，【息子と共に生きる覚悟と希望】

の 3 つの相互関連を中心に構成され

ていた．本研究から，母親は息子の不

可解な言動に暗中模索しながら一人

で対応しており，ようやく専門医につ

ながりながらも，攻撃的言動は続き，

繰り返す症状の再燃に耐えていた．母

親は長い経過を経て，会得した対応へ

の自信とありのままの息子を受容し，

家族や仲間の支えによって，息子と共

に生きる覚悟と希望を見出すプロセ

スが明らかとなった．以上のことか

ら，精神保健に携わる関係者は未治療

期間の困難な状況を理解し，地域社会

への適切な情報提供および精神科に

アクセスしやすい環境を整備すると

ともに，医療につながった患者家族へ

のケアおよび家族会参加などを促す

アプローチの必要性が示唆された． 



（２）男性統合失調症患者の父親に着目し，統合失調症を患う息子の診断前から現在における経

過のなかで，息子の言動や急性期症状など変化する病態にどのように対応してきたのかを明ら

かにすることを目的とした．研究協力者は，男性統合失調患者の父親 4名で，平均年齢 76歳で

あった．研究協力者の息子の平均年齢は 44 歳であり，精神病未治療期間は平均 8.5 年，罹病期

間の平均年数は 18年であった．調査への同意が得られた対象者へ半構造化面接を実施し，逐語

録データを M-GTA を用いて継続的比較分析を行った．分析の結果，統合失調症の息子をもつ父親

の対応意識の変容プロセスは，【違和感を打ち消す】，【攻撃的暴力に切羽詰まる】，【治療に対す

る不信と困惑】，【向き合う家族の葛藤】，【自責の念と責任】，【病気と共にある生活】という 6つ

のカテゴリー間の相互関連を中心に構成されていた． 

統合失調症の息子をもつ父親は，息子の治療に対する不信や困惑を抱きつつ，息子の要求に苦

慮し，家族内の意見の不一致や追い詰められる家族の人権に葛藤し，時には一歩引く冷静な対応

で息子へ関わっていた．さらに，母親任せであった子育てに対する後悔の気持ちを持ちながら，

息子を支える覚悟と責任を強く感じており，母親とは異なる自責の念と責任を背負っていたこ

とが明らかとなった．以上のことから，精神保健に携わる医療者は父親や母親など家族員個々の

思いを考慮した家族支援が必要だと考える． 

 

（３）統合失調症患者の家族会における SST の有効性を明らかにすることを目的とし、研究協

力が得られた家族 8名を分析対象とし質的帰納的分析を行った．対象者の平均年齢は 69.5 歳で

あり，続柄は父親や母親，きょうだいであった．患者の統合失調症治療歴は 10年以上であっ

た．カテゴリーを【 】，サブカテゴリーを『 』で示す．分析の結果，１つめに『病気の症状と

しての理解』，『苦悩の吐きだし』，『自分自身が癒され，心のやすらぎを感じた』のサブカテゴ

リーから【家族会へ参加したことで安心感を得た】が抽出された．２つめに『自分の変化に気

づく』，『自分と患者を分けて考える』，『気持ちに余裕ができた』のサブカテゴリーから【自分

自身の認知の変化に気づく】が抽出された．３つめに『患者に言葉かけをしやすくなった』，

『学んだことを実践し効果を実感』，『患者の状況や疾患への理解の進展』のサブカテゴリーか

ら【対応方法を実践しての効果を実感する】が抽出された． 

本介入は，家族と専門職が協働でプログラム構成を検討し，SSTを７カ月間継続し 10 回実施

したことで参加者間の相互作用が多くみられ，家族の患者への認知や対応行動に変化をもたら

したことが示された．また，家族自身の心の負担を軽減させ，家族のリカバリーが始まったと考

えられる．以上のことから，SSTは同じ経験のある家族との相互交流の場である家族会において

有効な介入方法と考える． 

 

（４）今後の研究の推進方策は，質問紙調査の結果の分析と，SST実施前後の FGIの質的帰納的

分析を行い，これまでの知見を含めた包括的な報告を行う予定である．以上の取組みで得られた

知見を学術学会等で発表する予定である． 
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